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思い思いの仮装で楽しもう！！
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介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

の
審
査
過
程

　
平
成
３０
年
度
各
会
計
の
決
算

認
定
に
つ
い
て
は
、
議
員
全
員

（
議
長
及
び
議
選
監
査
委
員
を

除
く
）
で
構
成
す
る
「
決
算
審

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
審
査

の
過
程
で
介
護
保
険
特
別
会
計

の
歳
入
に
お
い
て
、
介
護
保
険

料
に
多
額
の
不
納
欠
損
金
の
計

上
が
あ
り
、
こ
れ
を
審
査
し
た

結
果
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が

認
め
ら
れ
、
決
算
認
定
を
「
不

認
定
」
と
し
ま
し
た
。

❖
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
関
係
質
疑
❖

質
疑　
介
護
保
険
料
の
不
納
欠

損
は
時
効
消
滅
が
原
因
の
よ
う

だ
が
、
ど
う
い
っ
た
理
由
か
。

副
町
長　
介
護
保
険
料
は
法
令

に
よ
り
二
年
で
時
効
消
滅
と
な

り
ま
す
が
、
分
納
誓
約
な
ど
で

時
効
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
、
そ
れ
が
さ
れ

ず
に
時
効
が
成
立
し
て
し
ま
っ

た
も
の
を
不
納
欠
損
処
分
と
し

ま
し
た
。

質
疑　
不
納
欠
損
処
分
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
分
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

副
町
長　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
際
、
未
納
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
が
減
額
と
な
り
、
利

用
者
負
担
の
割
合
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

反
対
討
論
〔
谷
口
委
員
〕
今
回
、

こ
の
よ
う
な
形
で
大
変
残
念
な

こ
と
だ
が
、
内
部
の
こ
と
で
町

民
に
対
し
て
公
平
感
が
大
変
損

な
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
大
変
危
惧
を
し
て
い
る
。
予

算
委
員
会
の
時
に
も
言
っ
た
が
、

令 和 元 年
第３回

　令和元年第３回定例会は、９月２４日に招集
され、会期を９月３０日までの７日間と決め、
５名の議員による一般質問（１５頁～２１頁に掲
載）が行われました。
　また、平成３１年度一般会計及び特別会計の
補正予算等の議案１６件、平成３０年度各会計の
決算認定７件、諮問１件、意見書案１件の審
議が行われ、会期を４日残して閉会しました。
　なお、平成３０年度各会計の決算認定につい
ては、議員全員（議長及び議選監査委員を除
く）で構成する「決算審査特別委員会」を設
置し、委員長に松井議員が互選され、これに
付託しました。

平成30年度

介 護 保 険 特 別 会 計
歳入歳出決算は『不認定』

討

論

質
疑

副
町
長

副
町
長

反
対
討
論

質
疑
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決算審査特別委員会

仕
事
に
な
ら
な
い
職
員
が
結
構

発
生
し
た
こ
と
も
、
あ
る
程
度

加
味
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、

こ
う
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
や

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の

決
算
は
不
認
定
に
し
た
い
と
思

う
。

●�

決
算
認
定
に
対
す
る
採
決
結

果
○
賛
成
委
員
・
・
・
・
・
１
人

　
　
成
澤
委
員

○
反
対
委
員
・
・
・
・
・
６
人

　
　
笠
松
委
員
、
木
村
委
員

　
　
吉
田
委
員
、
花
井
委
員

　
　
山
田
委
員
、
谷
口
委
員

決

算

審

査

特
別
委
員
会
の

主
な
質
疑
答
弁

一
般
会
計　

❖
総
務
企
画
課
関
係
質
疑
❖

質
疑　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
、今
後
、返
礼
品
の
品
目
を
増

や
し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長　
現
在
、

町
内
の
各
事
業
所
を
回
り
、
新

し
い
品
目
が
な
い
か
調
査
を
し

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
多
様
な

組
み
合
わ
せ
セ
ッ
ト
の
工
夫
な

ど
、
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
早
急
に
品
数
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
質
疑
❖

質
疑　
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

高
め
る
た
め
の
方
策
で
新
し
く

考
え
て
い
る
こ
と
は
。

生
活
福
祉
課
長　
検
診
を
自
主

的
に
受
け
た
方
に
対
し
、
何
か

恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
方

策
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
建
設
水
道
課
関
係
質
疑
❖

質
疑　
町
道
の
維
持
管
理
に
お

い
て
、
特
に
農
道
で
地
盤
沈
下

に
よ
る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
ま
た
、

今
後
の
補
修
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
パ
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
月
に
１
回
程
度
、

全
町
の
町
道
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
町
道
の
舗
装
補
修
に

つ
い
て
は
、
予
算
に
限
り
が
あ

り
ま
す
が
、
交
通
量
の
多
い
若

し
く
は
早
急
に
直
さ
な
け
れ
ば

危
険
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。

❖
教
育
委
員
会
関
係
質
疑
❖

質
疑　
議
会
カ
フ
ェ
で
保
護
者

か
ら
、
高
等
学
校
に
網
戸
を
付

け
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

っ
た
。
毎
年
、
北
海
道
も
暑
さ

は
厳
し
い
状
況
な
の
で
、
各
学

校
に
網
戸
を
設
置
し
て
欲
し
い

と
思
う
が
。

町
長　
北
海
道
も
近
年
、
猛
暑

が
続
い
て
い
る
の
で
、
各
学
校

に
お
け
る
網
戸
の
対
応
は
早
急

に
教
育
委
員
会
と
詰
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
疑

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長

質
疑

生
活
福
祉
課
長

質
疑

建
設
水
道
課
長

質
疑

町
長

❖平成30年度各会計決算認定採決結果❖

会計区分
採決 成

澤
五
郎

笠
松
悦
子

木
村　
一

吉
田
峰
一

花
井
泰
子

山
田
顕
人

谷
口
康
之

〇
賛成

×
反対

一般会計 7 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
国民健康保険事業特別会計 6 1 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
後期高齢者医療特別会計 6 0 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険特別会計 1 6 〇 × × × × × ×
公共下水道事業特別会計 7 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農業集落排水施設整備事業特別会計 7 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水道事業会計 7 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※各会計の採決に伊藤政博議長・五十嵐捷爾議選監査委員・松井盛泰委員長は加わらない

決算審査特別委員会の様子
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平
成
３０
年
度

決

算

審

査

特
別
委
員
会
報
告

１　
審
査
年
月
日

　
令
和
元
年
９
月
２５
日
～
２６
日

２　
審
査
結
果

　
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
等
の
７
議
案
に
つ
い

て
は
、
認
定
第
４
号
「
介
護
保

険
特
別
会
計
」
を
『
不
認
定
』

と
し
、
そ
の
他
の
６
議
案
に
つ

い
て
は
、『
認
定
』
と
決
定
し
た
。

３　
審
査
意
見

ふ
る
さ
と
納
税
で
独
自
財

源
の
確
保
を

　
平
成
３０
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
は
、
４
，
８
８
７
万

２
千
円
と
増
収
傾
向
に
あ
る
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
の
魅

力
が
あ
ふ
れ
る
新
た
な
謝
礼
特

産
品
の
開
発
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
広
告
・
宣
伝
等
に
力
を
入

れ
て
、
町
の
独
自
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
い
じ
め
問
題
」
は
十
分
に

連
携
体
制
の
強
化
を

　
「
い
じ
め
問
題
」
に
つ
い
て

は
、
早
期
の
発
見
、
対
処
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
定
例
会
に
お
け
る
答
弁
の
際

に
い
じ
め
の
認
知
件
数
が
押
さ

え
ら
れ
て
い
な
い
な
ど
、
学
校
、

教
育
委
員
会
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お

け
る
連
携
が
上
手
く
取
れ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

十
分
に
連
携
体
制
を
強
化
す
る

よ
う
に
お
願
い
す
る
。

国
民
健
康
保
険
は
将
来
の

被
保
険
者
負
担
の
在
り
方

に
つ
い
て
十
分
な
議
論
を

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
は
、
平
成
３０
年
度

末
の
基
金
残
高
が
７
，
８
５
２

万
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
町

と
し
て
も
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
方
式
を
、
４
方
式
か
ら
資

産
割
を
除
く
３
方
式
に
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

お
い
て
、
将
来
の
被
保
険
者
負

担
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
十
分

な
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

介
護
保
険
は
適
切
な
事
務

処
理
や
体
制
を

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

保
険
料
の
不
納
欠
損
額
に
不
適

切
な
事
務
処
理
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
決
算
不
認
定
と
し

た
。
こ
れ
は
時
効
に
よ
り
徴

収
権
が
消
滅
し
て
い
た
保
険
料

を
今
回
ま
と
め
て
不
納
欠
損
処

理
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、

分
納
誓
約
等
の
適
切
な
時
効
中

断
処
理
が
な
さ
れ
ず
に
多
額
の

不
納
欠
損
額
を
生
じ
さ
せ
た
こ

と
は
、
住
民
負
担
の
公
平
性
や

町
税
等
に
お
け
る
徴
収
の
徹
底

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
今
後
は
適
切
な

事
務
処
理
や
事
務
処
理
体
制
等

の
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。　

「
財
政
の
見
え
る
化
」
を
推

し
進
め
、町
民
に
対
す
る
説

明
を

　
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
当
町
に
お
い

て
も
、
実
質
公
債
費
比
率
の
増

や
基
金
残
高
の
減
な
ど
、
財
政

運
営
の
厳
し
い
状
況
が
伺
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町
が
将
来

に
わ
た
り
発
展
し
、
継
続
し
た

行
政
運
営
、
健
全
な
財
政
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
も
、「
財

政
の
見
え
る
化
」
を
推
し
進
め
、

町
民
に
対
す
る
説
明
を
尽
く
し
、

そ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
な
お
、
審
査
の
過
程
で
述
べ

ら
れ
た
各
委
員
の
質
疑
な
ど
の

意
見
・
要
望
を
参
酌
し
、
今
後

の
町
政
の
執
行
に
際
し
、
十
分

反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
る
。
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第３回定例会の概要

補

正

予

算

■
平
成
３１
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
６
，
９
７
８
万
４
千
円
を
追

加
し
、
４９
億
８
，
１
９
２
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

❖
総
務
企
画
課
関
係
予
算
❖ 

▼�

町
有
地
測
量
業
務
委
託
料
に

５
０
０
万
円
を
追
加

▼�

財
政
調
整
基
金
積
立
金
に
３
，

７
０
４
万
４
千
円
を
追
加

▼�

知
内
町
空
家
等
除
却
支
援
事

業
補
助
金
に
３
０
０
万
円
を

追
加

▼�

渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
負

担
金
に
３３
万
３
千
円
を
追
加

質
疑　
先
日
の
大
雨
で
小
谷
石

地
区
へ
向
か
う
道
道
が
通
行
止

め
に
な
っ
た
が
、
新
し
く
作
成

す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
帰

宅
困
難
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長　
新
た
に
作
成

す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

町
が
管
理
す
る
河
川
の
洪
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
最
適

な
避
難
場
所
を
選
定
し
な
が
ら
、

通
行
止
め
に
な
る
情
報
な
ど
町

民
が
迅
速
且
つ
安
全
に
避
難
行

動
が
出
来
る
よ
う
な
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
疑　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
追
加
は
、
全
国
消

防
救
助
技
術
大
会
出
場
の
た
め

の
旅
費
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
成
績
だ
っ
た
の
か
。

副
町
長　
北
海
道
代
表
と
し
て

知
内
消
防
署
か
ら
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
入
賞
と
い
う
こ

と
で
北
海
道
か
ら
参
加
し
た
中

で
は
一
番
の
成
績
を
収
め
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
予
算
❖

▼�

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業

補
助
金
に
３
０
８
万
円
を
追

加
❖
産
業
振
興
課
関
係
予
算
❖

▼�

ニ
ラ
葉
先
枯
病
対
策
排
水
改

良
事
業
補
助
金
に
１
２
９
万

円
を
追
加

▼�

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金
に
１
２
４

万
５
千
円
を
追
加

▼�

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補

助
金
に
９
４
８
万
２
千
円
を

追
加

▼�

森
林
所
有
者
等
調
査
委
託
料

に
２
０
０
万
円
を
追
加

▼�

新
技
術
強
化
型
係
留
環
設
置

事
業
助
成
金
に
１
，
０
４
４

万
３
千
円
を
追
加

▼�

水
産
生
産
基
盤
整
備
事
業
負

担
金
（
中
の
川
地
区
）
に
１
，

４
４
０
万
円
を
追
加

▼�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
賃
金
か

ら
１
５
０
万
円
を
減
額

▼�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
業

務
委
託
料
に
１
５
０
万
円
を

追
加

質
疑

総
務
企
画
課
長

質
疑

副
町
長

涌元・小谷石間の道道は120mmの雨で通行止

日頃の訓練の成果で見事に入賞
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▼�

こ
も
れ
び
温
泉
改
修
工
事
に

８
，
０
０
０
万
円
を
追
加

▼�

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
備
品
に

１
３
３
万
８
千
円
を
追
加

質
疑　
強
い
農
業
・
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
交
付
金
は
、
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
田
植
機
の
導
入

に
助
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
基
地
局
は
必
要
な
い

の
か
。

産
業
振
興
課
長　
こ
の
事
業
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
田
植
機
１
台

の
導
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

基
地
局
は
不
要
な
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

が
付
い
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
町
長
の
公
約
に
も
あ

る
Ａ
Ｉ
農
業
に
つ
い
て
も
農
協

な
ど
で
研
究
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　
公
約
で
も
あ
る
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
Ｏ
Ｔ
産
業
が
進
化
し
て
お
り
、

農
業
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

進
化
を
先
取
り
し
な
が
ら
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、

段
階
に
合
わ
せ
て
予
算
計
上
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
こ
も
れ
び
温
泉
改
修
工

事
で
屋
外
サ
ウ
ナ
を
増
設
す
る

が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

産
業
振
興
課
長　
当
初
、
既
設

の
ド
ラ
イ
式
と
ミ
ス
ト
式
の
２

箇
所
の
サ
ウ
ナ
を
改
修
し
、
最

近
流
行
し
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
サ
ウ
ナ
を
導
入
す
る
計
画
で

し
た
が
、
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
の
劣

化
が
少
な
く
、
ま
た
、
ミ
ス
ト

式
を
改
修
し
た
場
合
の
経
費
と

屋
外
増
設
の
経
費
が
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
ミ
ス
ト

式
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と

と
し
、
新
た
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

サ
ウ
ナ
を
屋
外
に
増
設
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

質
疑　
各
施
設
に
整
備
し
て
い

る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
更
新
に
１
台
当
た
り

３０
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
機
器
の
全
て
を
更
新

す
る
の
で
は
な
く
、
部
品
の
交

換
な
ど
で
経
費
を
節
減
す
る
方

法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
企
画
課
長　
可
能
な
限
り

更
新
時
に
は
、
使
用
で
き
る
も

の
は
使
い
な
が
ら
、
よ
り
低
減

に
更
新
出
来
る
方
法
が
な
い
の

か
、
引
き
続
き
調
査
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
建
設
水
道
課
関
係
予
算
❖

▼�

町
道
各
路
線
舗
装
補
修
工
事

に
１
０
３
万
５
千
円
を
追
加

条

例

制

定

■
知
内
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
概
要
】

　
社
会
福
祉
法
人
江
差
福
祉
会

が
知
内
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
旧
中
の
川
小
学
校
）を
利
用
し

て
、
令
和
３
年
春
に
障
害
者
就

労
施
設
と
し
て
リ※

ネ
ン
サ
プ
ラ

イ
工
場
を
開
所
す
る
予
定
で
あ

り
、
施
設
を
有
償
譲
渡
す
る
こ

と
で
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
３
月
３１
日
で
知

内
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

質
疑

産
業
振
興
課
長

町
長

産
業
振
興
課
長

質
疑

質
疑

総
務
企
画
課
長

ICTで農作業を省力化

突然の心停止から命を救うAED

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

と
は

シ
ー
ツ
や
枕
カ
バ
ー
な
ど

の
繊
維
製
品
を
貸
与
し
、
そ

の
後
、
回
収
し
て
洗
濯
し
、
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第３回定例会の概要

■
知
内
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】

　
非
常
勤
職
員
等
の
適
正
な
任

用
の
確
保
等
を
目
的
と
し
た
地

方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
そ
の
勤
務
条
件
を
規
定

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

追

加

議

案

■
町
長
、
副
町
長
の
給
料
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
概
要
】

　
平
成
３０
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
不
認
定

を
受
け
、
町
長
、
副
町
長
の
給

料
を
令
和
元
年
１０
月
に
限
り
、

月
額
の
１
０
０
分
の
１０
を
減
額

す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た

が
、
賛
成
少
数
と
な
り
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

討　
論

反
対
討
論
〔
松
井
議
員
〕
元
来

平
成
２９
年
に
や
る
べ
き
こ
と
が
、

当
時
の
理
事
者
が
了
解
を
し
な

か
っ
た
と
し
て
、
今
回
出
て
き

た
。
今
の
状
態
で
あ
れ
ば
担
当

者
も
当
時
の
管
理
職
、
任
命
権

者
も
い
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
な
ぜ
、 

こ
の
通
り
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
、
整
合
性
が
全
く
取

れ
な
い
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
〔
谷
口
議
員
〕
今
回
、

不
認
定
に
し
た
以
上
、
こ
れ
か

ら
も
町
の
行
政
を
担
う
た
め
の

責
任
者
と
し
て
法
令
順
守
、
そ

し
て
、
職
員
の
職
務
を
厳
し
く

や
っ
て
い
た
だ
い
て
、
今
後
も

う
二
度
と
起
こ
ら
な
い
形
で
や

っ
て
ほ
し
い
と
、
そ
の
た
め
の

け
じ
め
だ
と
思
う
の
で
、
今
回

は
賛
成
し
た
い
。

反
対
討
論
〔
花
井
議
員
〕
３
０

０
万
円
以
上
の
町
民
の
財
産
を

駄
目
に
し
た
こ
と
は
、
大
変
残

念
だ
と
思
う
し
、
町
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
町
長
が
責
任
を
取
ろ
う

と
す
る
立
場
も
尊
重
は
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
こ
れ
か
ら
起
き
な
い
と
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
の

職
員
の
教
育
な
ど
も
含
め
て
、

こ
の
問
題
の
中
身
を
徹
底
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
今
１０
％
の
減
額

を
す
る
と
提
案
を
さ
れ
た
が
、

さ
ら
に
職
員
の
資
質
向
上
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
〔
木
村
議
員
〕
大
変

生
活
が
厳
し
い
人
も
納
め
て
い

る
。
公
平
負
担
に
つ
い
て
は

前
々
か
ら
言
っ
て
い
る
と
お
り

で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
環
境
に

あ
る
中
、
前
理
事
者
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
現
理
事
者
も
そ
れ

は
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

長
、
副
町
長
も
熟
慮
の
末
と
思

う
の
で
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
〔
笠
松
議
員
〕
町
長
、

副
町
長
に
は
大
変
男
気
を
感
じ
、

頭
が
下
が
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
起
こ

ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
案
件
だ

と
思
う
。
３
０
０
万
以
上
の
金

額
を
収
集
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
町
と
し
て
負
に
値
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
起
こ
さ

な
い
た
め
に
徹
底
し
て
働
き
や

す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
た
く
、
あ
え
て
反
対
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
次
起
こ
っ
た
と

き
は
１
０
０
分
の
１０
で
は
な
く
、

全
て
返
す
よ
う
な
気
持
ち
で
町

長
、
副
町
長
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

賛
成
討
論
〔
山
田
議
員
〕
前
任

者
が
既
に
い
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も

と
思
っ
て
い
た
が
、
町
民
の
税

金
で
あ
る
３
０
０
万
円
以
上
を

欠
損
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

責
任
は
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
。

　
一
番
大
事
な
の
は
職
員
に
こ

う
い
う
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
と
、
そ
の
重
大
さ
を
重
ん

じ
て
も
ら
い
た
く
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
〔
成
澤
議
員
〕
今
回

の
町
長
、
副
町
長
の
熟
慮
し
た

討

論

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

更
に
貸
与
す
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
の
サ
ー
ビ
ス
。
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上
で
の
判
断
は
と
て
も
重
い
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
職

員
に
対
し
て
と
、
も
う
一
つ
は

町
民
に
対
し
て
、
固
く
誓
っ
て

二
度
と
起
こ
さ
な
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
と
思
い
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
〔
五
十
嵐
議
員
〕
ト

ッ
プ
が
責
任
と
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
が
、
ず
っ
と
続
い
て
い

る
。
本
当
に
二
度
と
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
責
任
は
や
っ
た
本
人
が
と
る

べ
き
だ
と
本
当
は
思
う
。

　
し
か
し
、
今
回
は
事
情
が
違

う
の
で
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
反
対

す
る
。

●
採
決
結
果

○
賛
成
議
員
・
・
・
・
・
４
人

　
　
成
澤
議
員
、
木
村
議
員

　
　
山
田
議
員
、
谷
口
議
員

○
反
対
議
員
・
・
・
・
・
５
人

　
　
五
十
嵐
議
員
、
笠
松
議
員

　
　
松
井
議
員
、
吉
田
議
員

　
　
花
井
議
員

報
　
　

告

■
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い

て
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
３０
年
度
の
決
算
に

基
づ
き
算
定
し
た
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
、
監
査
委
員
の
審
査
意
見

を
付
し
議
会
に
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

 

■
株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
ス
の
業

務
報
告
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
町
が
出
資
し
て
い
る
株
式

会
社
ス
リ
ー
エ
ス
の
平
成
３０
年

度
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

■
平
成
３０
年
度
知
内
町
教
育
委

員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

諮
　
　

問

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
次
の
方
々
を
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
遠
藤　
由
氏
（
元
町
）〈
再
〉

○
藤
谷　
亘
氏
（
元
町
）〈
再
〉

○
手
塚
春
美
氏
（
前
浜
）〈
新
〉

反
対
討
論

平成30年度　健全化判断比率（単位　%）
健全化判断比率 平成30年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 − 15.0
②連結実質赤字比率 − 20.0
③実質公債費比率 13.1 25.0
④将来負担比率 − 350.0
※実質収支又は連結実質収支が黒字であることから、
　−で表示しています。

平成30年度　資金不足比率　（単位　%）
会計の名称 平成30年度 経営健全化基準

水道事業会計 − 20.0
公共下水道事業
特別会計 − 20.0

農業集落排水施設
整備事業特別会計 − 20.0

※資金収支が黒字であることから、−で表示しています。
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第３回定例会　審議結果
議　　案
第　１号

知内町文化交流センター設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 可決令和2年3月31日で知内町文化交流センターを廃止するもの
議　　案
第　２号

知内町民体育館条例の一部を改正する条例について 可決令和2年3月31日で第2知内町民体育館を廃止するもの
議　　案
第　３号

知内町民プール管理運営条例の一部を改正する条例について 可決令和2年3月31日で第2知内町民プールを廃止するもの
議　　案
第　４号

平成31年度知内町一般会計補正予算（第3号）について 可決1億6,978万4千円を追加し、歳入歳出予算総額を49億8,192万9千円とするもの
議　　案
第　５号

平成31年度知内町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について 可決3,033万5千円を追加し、歳入歳出予算総額を6億8,445万5千円とするもの
議　　案
第　６号

平成31年度知内町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 可決7万3千円を減額し、歳入歳出予算総額を7,440万円とするもの
議　　案
第　７号

平成31年度知内町介護保険特別会計補正予算（第1号）について 可決2,406万円を追加し、歳入歳出予算総額を5億1,739万1千円とするもの
議　　案
第　８号

平成31年度知内町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）について 可決804万6千円を追加し、歳入歳出予算総額を1億5,373万4千円とするもの
議　　案
第　９号

平成31年度知内町農業集落排水施設整備事業特別会計補正予算（第2号）について 可決46万7千円を追加し、歳入歳出予算総額を2,858万円とするもの
議　　案
第１０号

平成31年度知内町水道事業特別会計補正予算（第2号）について 可決水道事業会計の「業務の予定量」、「資本的収入および支出の予定額」を補正するもの
議　　案
第１１号

知内町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 可決会計年度任用職員の給与及び費用弁償について定めるもの
議　　案
第１２号

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可決地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い関係条例の整備をするもの
議　　案
第１３号

知内町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 可決住民票、個人番号カード等への旧氏（旧姓）の記載を可能とするもの
議　　案
第１４号

知内町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決指定給水装置工事事業者の指定に更新制を導入するもの
議　　案
第１５号

知内町健康保養センターに係る指定管理者の指定について 可決知内町健康保養センターの指定管理者に社会福祉法人江差福祉会を指定するもの
報　　告
第　１号

財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について −財政健全化判断比率及び資金不足比率について報告するもの
報　　告
第　２号

株式会社スリーエスの業務報告について −株式会社スリーエスの平成30年度収支決算に関して報告するもの
報　　告
第　３号

平成30年度知内町教育委員会の活動状況に関する点検・評価について −平成30年度知内町教育委員会の活動状況に関する点検・評価について報告するもの
認　　定
第　１号

平成30年度知内町一般会計歳入歳出決算認定について 認定平成30年度知内町一般会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　２号

平成30年度知内町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定平成30年度知内町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　３号

平成30年度知内町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定平成30年度知内町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　４号

平成30年度知内町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 不認定平成30年度知内町介護保険特別会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　５号

平成30年度知内町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定平成30年度知内町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　６号

平成30年度知内町農業集落排水施設整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定平成30年度知内町農業集落排水施設整備事業特別会計歳入歳出決算を認定するもの
認　　定
第　７号

平成30年度知内町水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 認定平成30年度知内町水道事業会計剰余金の処分及び決算を認定するもの
諮　　問
第　１号

人権擁護委員候補者の推薦について 可決人権擁護委員法第6条第3項の規定に基づき議会の意見を求めるもの
議　　案
第１６号

町長、副町長の給料の特例に関する条例について 否決町長、副町長の月額給料を令和元年10月に限り100分の10を減額して支給するもの
意見書案
第　１号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書の提出について 可決林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求めるもの

第３回定例会の概要
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社
会
福
祉
法
人
江
差

福
祉
会
と
の
協
定
の

締
結
に
つ
い
て

８
月
２８
日
㈬
に
、「
知
内
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用

し
た
、
障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
等
の
設
置
に
向
け
、
社
会
福

祉
法
人
江
差
福
祉
会
と
町
が
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

台
風
１７
号
か
ら
変
わ

っ
た
低
気
圧
の
影
響

に
つ
い
て

９
月
２３
日
㈪
か
ら
２４
日
㈫
未

明
に
か
け
て
台
風
１７
号
か
ら
変

わ
っ
た
低
気
圧
が
知
内
町
付
近

を
通
過
し
ま
し
た
。
ハ
マ
ナ
ス

地
区
で
外
記
川
の
水
位
が
上
昇

し
た
た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
世
帯
１
世
帯
が
し
お
さ
い
園

に
自
主
避
難
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
水
位
が
低
下
し
、
床
下
浸

水
等
の
被
害
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

２３
日
㈪
午
後
９
時
、
小
谷
石

地
区
で
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量

が
１
２
０
㎜
を
超
え
た
た
め
道

道
小
谷
石
渡
島
知
内
停
車
場
線

の
涌
元
・
小
谷
石
間
が
通
行
止

め
と
な
り
ま
し
た
が
、
２４
日
㈫

午
前
５
時
４５
分
に
通
行
止
め
は

解
除
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
町
千
軒
地
区
の
ア
メ
ダ

ス
で
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量

が
１
３
０
㎜
を
超
え
、
知
内
川

上
流
の
観
測
地
点
で
一
時
的
に

水
防
団
待
機
水
位
を
超
え
る
水

位
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
水
位
が
低
下
し
、
現
在
の

と
こ
ろ
被
害
の
報
告
は
受
け
て

い
ま
せ
ん
。

（
９
項
目
中
２
項
目
掲
載
）

令和元年(７月)～(９月)
定例会及び各委員会等の出席状況

会　　　　　　　　　　　　議

五
十
嵐
捷
爾

成
澤　
五
郎

笠
松　
悦
子

松
井　
盛
泰

木
村　
　
一

吉
田　
峰
一

花
井　
泰
子

山
田　
顕
人

谷
口　
康
之

伊
藤　
政
博

７月
16日総務文教常任委員会所管事務調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17日経済民生常任委員会所管事務調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24日議会だより編集委員会 − ○ − ○ ○ ○ − − ○ −

８月 21日第10回全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月

17日総務文教常任委員会所管事項協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17日経済民生常任委員会所管事項協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18日議会運営委員会 − ○ − ○ ○ ○ − − ○ ○
24日第11回全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24～26日令和元年第3回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25～26日平成30年度各会計決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26日議会だより編集委員会 − ○ − ○ ○ ○ − − ○ −
（備考： ○は出席、 ×は欠席、 △は遅刻・早退、 −は該当なし）

開業に向けての両者の連携事項等について
協定を締結
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委員会活動のレポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

１　
調
査
年
月
日

　

令
和
元
年
７
月
１６
日

２　
調
査
委
員

　

委 

員 

長　
　

吉
田　

峰
一

　

副
委
員
長　
　

花
井　

泰
子

　

委　
　

員　
　

五
十
嵐
捷
爾

　

委　
　

員　
　

成
澤　

五
郎

　

委　
　

員　
　

笠
松　

悦
子

　

委　
　

員　
　

松
井　

盛
泰

　

委　
　

員　
　

木
村　
　

一

　

委　
　

員　
　

山
田　

顕
人

　

委　
　

員　
　

谷
口　

康
之

３　
調
査
事
項
・
調
査
意
見

知
内
高
校
は
全
日
制
普
通
科

２
間
口
で
、
学
校
教
育
目
標
の

実
現
の
た
め
に
明
確
な
学
校
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
渡
島
西

部
の
拠
点
校
と
し
て
家
庭
や
地

域
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
学

校
を
目
指
し
運
営
さ
れ
て
い
る
。

平
成
３０
年
度
の
進
路
実
績
は

国
公
立
大
や
私
立
大
、
専
門
学

校
等
へ
の
進
学
が
４７
％
を
占
め
、

残
り
の
５３
％
が
就
職
と
な
っ
て

お
り
、
各
年
度
で
多
少
の
変
動

は
あ
る
も
の
の
、
進
学
と
就
職

の
割
合
は
お
お
よ
そ
半
々
で
推

移
を
し
て
い
る
。

進
路
の
半
数
を
占
め
る
進
学

先
の
傾
向
と
し
て
は
、
以
前
は

専
門
学
校
へ
の
進
学
が
約
７
割

を
占
め
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
予
備
校
授
業
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
講
習
等
の
導
入
成
果
か
ら
、

こ
こ
数
年
は
進
学
の
半
数
以
上

が
四
年
制
大
学
等
へ
と
進
学
を

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
学
業
に

加
え
て
、
多
種
多
様
な
部
活
動

も
盛
ん
に
活
動
を
し
て
お
り
、

伝
統
の
あ
る
野
球
部
や
吹
奏
楽

部
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

個
々
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令

和
元
年
７
月
１
日
現
在
の
在
籍

生
徒
数
は
１
６
３
名
（
男
１
０

１
名
、
女
６２
名
）
と
な
っ
て
お

り
、野
球
部
員
の
入
学
が
多
い
こ

と
か
ら
、男
子
生
徒
の
比
率
が
高

い
状
況
に
あ
り
、
今
後
は
、
女

子
生
徒
の
募
集
に
向
け
た
魅
力

発
信
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

ま
た
、
入
学
者
の
出
身
中
学

校
を
見
る
と
、
地
元
知
内
中
か

ら
の
入
学
が
６２
名
（
３８
％
）、町

外
の
中
学
校
か
ら
の
入
学
が
１

０
１
名
（
６２
％
）
の
在
籍
と
な

っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
の
入
学

者
が
増
加
、
知
内
中
か
ら
の
入

学
者
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

生
徒
募
集
活
動
に
関
し
て
は
、

平
成
３０
年
度
か
ら
は
通
学
区
域

規
則
の
変
更
に
よ
り
日
本
全
国

各
地
か
ら
生
徒
を
募
集
し
て
お

り
、
町
の
多
様
な
助
成
制
度

（
通
学
費
、
検
定
・
模
試
受
験
料
、

大
会
等
へ
の
遠
征
費
、
海
外
見

学
旅
行
、
海
外
短
期
留
学
、
民

間
下
宿
費
用
等
へ
の
助
成
）
の

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
積
極
的
な
生
徒
募

集
を
行
い
、
北
海
道
外
で
は
愛

知
県
、
沖
縄
県
か
ら
２
名
の
生

徒
が
在
籍
す
る
な
ど
、
一
定
の

努
力
が
伺
え
る
が
、
今
後
も
引

き
続
き
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
海

外
見
学
旅
行
や
海
外
短
期
留
学

と
い
っ
た
制
度
を
十
分
に
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
、
近
年
、
入
学

者
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
知
内

中
学
校
と
の
連
携
を
一
段
と
深

め
、
進
学
先
と
し
て
選
択
さ
れ

な
い
こ
と
の
分
析
を
含
め
た
ア

知
内
高
校
の
生
徒
募
集
活
動

に
つ
い
て

専門学校

４大 ・短大

進学先の推移
90％

80％

70％

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％
H15

専門学校４大 ・短大

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

アカデミック講習導入のH23以降、４大・短大への進学率が右肩上がり
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ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
一
層
の
生
徒
募
集
対

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。

経
済
民
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
中
間
報
告

１　
調
査
年
月
日

　

令
和
元
年
７
月
１７
日

２　
調
査
委
員

　

委 

員 

長　
　

松
井　

盛
泰

　

副
委
員
長　
　

笠
松　

悦
子

　

委　
　

員　
　

五
十
嵐
捷
爾

　

委　
　

員　
　

成
澤　

五
郎

　

委　
　

員　
　

木
村　
　

一

　

委　
　

員　
　

吉
田　

峰
一

　

委　
　

員　
　

花
井　

泰
子

　

委　
　

員　
　

山
田　

顕
人

　

委　
　

員　
　

谷
口　

康
之

３　
調
査
事
項
・
調
査
意
見

「
も
の
づ
く
り
支
援
（
新
分

野
進
出
・
規
模
拡
大
等
支
援
事

業
）」
は
、新
分
野
進
出
な
ど
も

の
づ
く
り
産
業
等
の
振
興
が
図

ら
れ
る
事
業
で
あ
る
ほ
か
、
地

域
振
興
、
雇
用
及
び
事
業
の
発

展
性
が
期
待
さ
れ
る
事
業
に
支

援
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
の
大
き
な
特
徴
と
し
て

は
、原
則
と
し
て
新
規
雇
用（
新

た
に
契
約
期
間
の
定
め
の
な
い

雇
用
）
を
採
択
要
件
と
し
て
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

補
助
率
及
び
補
助
上
限
額
は
、

平
成
３０
年
度
ま
で
は
、
補
助
率

１０
分
の
８
、補
助
上
限
額
５
，０

０
０
万
円
、
令
和
元
年
度
か
ら

は
、
補
助
率
１０
分
の
５
、
補
助

上
限
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

昨
年
ま
で
の
補
助
実
績
は
、

平
成
２８
年
度
に
つ
い
て
は
、
４

事
業
者
（
体
）
に
対
し
１
億
２
，

６
１
３
万
円
、
平
成
２９
年
度
に

つ
い
て
は
３
事
業
者
に
対
し
６
，

６
７
３
万
円
、
合
計
で
７
事
業

者
（
体
）
に
対
し
、１
億
９
，２

８
６
万
円
の
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
。

事
後
評
価
の
た
め
事
業
完
了

の
翌
年
度
か
ら
３
年
間
は
、
事

業
成
果
目
標
に
対
す
る
達
成
状

況
を
町
に
報
告
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
の
達

成
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、

計
画
途
中
の
年
度
で
あ
る
も
の

の
、
９
事
業
者
（
事
業
１
件
に

つ
い
て
は
３
事
業
者
の
連
携
事

業
体
）
の
う
ち
、
達
成
率
９０
％

を
超
え
る
事
業
者
が
６
事
業
者

と
な
る
一
方
、
達
成
率
が
極
め

て
低
い
事
業
者
が
あ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
費
２
，
５

０
０
万
円
を
超
え
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
診
断
士
に

よ
る
経
営
診
断
を
義
務
付
け
て

い
る
も
の
の
、「
も
の
づ
く
り

産
業
振
興
事
業
審
査
委
員
会
」

に
お
け
る
審
査
段
階
に
お
い
て
、

見
通
し
の
甘
さ
が
な
か
っ
た
か

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
事
業
者
の
連
携
体
事
業
に

つ
い
て
は
、
原
料
の
生
産
者
で

あ
る
第
１
次
の
事
業
者
で
は
、

達
成
率
が
１
０
０
％
を
大
き
く

超
え
て
い
る
も
の
の
、
原
料

加
工
を
す
る
第
２
次
の
事
業
者
、

最
終
的
に
製
品
を
製
造
す
る
第

３
次
の
事
業
者
へ
と
移
る
に
従

い
達
成
率
が
漸
減
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
携
事

業
体
で
あ
る
こ
と
の
意
義
及
び

狙
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
町

と
し
て
も
事
業
者
に
対
し
十
分

に
指
導
・
助
言
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

目覚ましい活躍を見せる部活動も大きな魅力

も
の
づ
く
り
産
業
振
興
事
業

（
も
の
づ
く
り
支
援
）の
現
状

に
つ
い
て
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ま
た
、
あ
る
事
業
者
に
お
い

て
は
、
職
員
の
確
保
が
難
し
か

っ
た
た
め
１
３
２
日
間
の
閉
店

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
完

了
か
ら
２
年
目
の
達
成
率
が
極

め
て
低
い
状
況
と
な
っ
た
。
町

と
し
て
も
事
業
者
に
対
す
る
指

導
を
強
化
し
、
改
善
計
画
を
提

出
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
上

記
の
事
業
２
件
に
お
け
る
町
及

び
事
業
者
の
対
応
に
つ
い
て
回

答
が
あ
る
ま
で
、
継
続
審
議
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

委員会活動のレポート

ものづくり産業振興事業とは

地域産業の維持と持続可能な発展のため、町行政のあら
ゆる施策について地域産業の活性化という視点を踏まえる
とともに、移住や定住、並びにＵターンの促進などによる
生産年齢人口の確保を前提として、地域産業の中核をな
す「ものづくり産業・商業・観光産業」を中心とした産業
振興を「雇用・担い手支援、人材育成、ものづくり支援、
企業立地支援、移住支援の５本の柱」により強く推進する
事業で、平成 27年に「知内町ものづくり産業振興条例」
を制定し、全体事業費として令和２年度までの６年間で
５億７千万円を見込み、これまでに各事業所や個人事業者
等へ３億２千万円の補助金を交付し、積極的に支援を行っ
てきました。

お
し
ゃ
べ
り
議
会
カ
フ
ェ
開
催

８
月
３０
日
㈮
に
、
第
６
回

「
お
し
ゃ
べ
り
議
会
カ
フ
ェ
」

を
役
場
庁
舎
内
の
北
島
三
郎
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

松
井
盛
泰
議
員
を
座
長
に
、

笠
松
悦
子
議
員
、
花
井
泰
子
議

員
の
出
席
と
町
民
１０
名
の
参
加

が
あ
り
、「
議
員
の
担
い
手
に

つ
い
て
」（
定
数
と
報
酬
に
つ

い
て
考
え
る
）
を
テ
ー
マ
に
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
町
民
か
ら
は
、
議

員
・
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

「
町
民
目
線
で
活
発
に
活
動
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
欲
し

い
」「
本
会
議
で
の
議
論
が
少

な
い
。
事
前
の
全
員
協
議
会
で

の
議
論
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
議
員
と
し
て
の
責

務
を
忘
れ
て
い
な
い
か
」「
町

民
の
た
め
に
働
く
公
僕
だ
と
い

う
自
覚
が
見
え
て
こ
な
い
」
と

い
う
厳
し
い
も
の
か
ら
、「
町

民
の
期
待
に
応
え
る
働
き
が
見

え
れ
ば
、
報
酬
を
上
げ
て
も
構

わ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

テ
ー
マ
以
外
に
も
、「
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
を
持
っ

た
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
た
」

と
、
現
状
を
憂
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。 

第
７
回
は
、
１１
月
８
日
㈮
に

し
り
う
ち
地
域
産
業
担
い
手
セ

ン
タ
ー
で
開
催
の
予
定
で
す
。

出
席
議
員
は
、
木
村
一
議
員

を
座
長
に
、
成
澤
五
郎
議
員
、

笠
松
悦
子
議
員
で
す
。

気
軽
に
意
見
が
話
せ
る
雰
囲

気
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６回目のテーマは「議員の担い手に
ついて」
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平
成
３１
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、『
防
災
士

の
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
へ

の
配
置
に
つ
い
て
』
質
問
を
し

ま
し
た
が
、
町
長
の
答
弁
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
一
つ

は
、
防
災
訓
練
を
よ
り
効
果
的

な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
い

ざ
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応

に
向
け
、
防
災
に
関
す
る
専
門

的
な
人
材
の
育
成
・
配
置
が
大

切
と
考
え
る
。

２
点
目
は
、
本
町
で
も
防
災

の
専
門
人
材
を
育
成
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し

て
防
災
士
の
資
格
取
得
助
成
は

有
効
な
選
択
肢
で
あ
る
と
考
え

る
。３

点
目
に
、
今
後
は
防
災
士

や
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
に
加
え
、

消
防
Ｏ
Ｂ
や
消
防
団
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
幅
広
い
防

災
人
材
の
育
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
急

ぎ
た
い
と
考
え
る
。

以
上
の
答
弁
か
ら
防
災
士
の

各
防
災
自
主
組
織
へ
の
配
置
の

必
要
性
、
緊
急
性
を
共
有
し
て

い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
如

何
で
し
ょ
う
か
。

消
防
士
や
消
防
Ｏ
Ｂ
、

消
防
団
の
分
団
長
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い

西
山
町
長　

２
０
１
９
年
度
か

ら
防
災
士
の
合
格
基
準
が
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

７
割
以
上
の
正
答
か
ら
８
割
以

上
に
合
格
基
準
を
引
上
げ
、
防

災
士
と
し
て
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
消
防
士
も
１
名
が

受
験
を
し
、
合
格
を
し
ま
し
た

が
、
一
般
の
方
が
受
験
し
た
と

き
に
、
果
た
し
て
ど
う
な
の
か

と
危
惧
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
防
災
士
資
格
取
得
の

特
例
で
は
、
消
防
士
長
以
上
の

階
級
に
あ
る
消
防
士
、
ま
た
は

消
防
団
の
分
団
長
以
上
の
階
級

者
で
あ
れ
ば
講
習
が
特
別
免
除

と
な
り
、
書
類
申
請
だ
け
で
資

格
が
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
町
に
は
、
そ

の
基
準
に
合
っ
た
消
防
士
長
１３

名
と
消
防
Ｏ
Ｂ
が
１３
名
、
そ
し

て
消
防
団
の
分
団
長
が
６
分
団

に
い
ま
す
。
そ
の
方
々
が
書
類

申
請
す
る
こ
と
で
防
災
士
の
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
現
在
、
強
化
す
べ
き

こ
と
と
し
て
進
め
て
お
り
、
既

に
消
防
Ｏ
Ｂ
の
１
名
に
関
し
て

は
書
類
申
請
の
承
認
を
い
た
だ

き
、
申
請
を
す
れ
ば
防
災
士
の

資
格
が
取
得
出
来
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
消
防
士
や

消
防
Ｏ
Ｂ
、
消
防
団
の
分
団
長

を
含
め
て
、
防
災
士
の
資
格
取

得
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
れ
相
応
の
人
数
に
な
る

の
で
、
そ
の
方
々
に
有
効
に
活

躍
し
て
い
た
だ
き
、
町
と
し
て

も
支
援
を
し
て
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
士
の
各
地
区
の

自
主
防
災
組
織
へ
の
配
置
に
つ
い
て

（
平
成
３１
年
第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
）　

成
澤　
五
郎 

議
員

西
山
町
長



いっぱん質問

都
市
部
で
は
、
連
日
の

よ
う
に
犯
罪
や
事
件
が

多
発
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑

わ
し
、
不
安
感
が
拡
散
し
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

最
近
の
本
町
で
は
、
幸
い
そ

の
よ
う
な
出
来
事
は
無
く
、
安

全
・
安
心
な
町
と
自
負
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
に
亘
っ
て
こ
れ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
ど
う
非
行
や
犯
罪
を
予
防

し
て
行
く
か
、
町
長
、
教
育
長

の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
特
に
都
市
部
で
顕
著

に
な
っ
て
い
る
再
犯
率
の
上
昇

に
対
し
、
国
が
平
成
２８
年
１２
月

に
「
再
犯
防
止
推
進
法
」
を
施

行
し
、
各
自
治
体
に
「
地
方
再

犯
防
止
計
画
」
の
作
成
を
促
し
、

再
犯
率
の
上
昇
を
抑
え
込
む
方

針
を
指
示
し
た
と
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

関
係
機
関
と
協
力
し
、

防
犯
意
識
の
高
揚
に
努

め
る

西
山
町
長　

「
明
る
く
住
み
よ

い
町
」
を
目
標
に
、
町
防
犯
協

会
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域

安
全
運
動
街
頭
啓
発
な
ど
行
っ

て
お
り
、
保
護
司
会
に
お
い
て

も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
な
ど
犯
罪
予
防
の
啓
蒙
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
防
犯
意
識
の
高
揚

に
努
め
、
安
全
・
安
心
な
町
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
地
方
再
犯
防
止
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
策
定
済
み
の
自
治

体
は
少
な
く
、
計
画
の
概
要
さ

え
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
で
す
。

本
町
と
し
て
は
、
今
後
、
道
の

計
画
策
定
を
待
っ
て
検
討
す
る

方
向
で
す
。

本
間
教
育
長　

本
町
で
は
子
供

達
の
健
全
育
成
を
目
指
し
、「
挨

拶
運
動
」に
取
り
組
み
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
交
え
た
教

育
相
談
体
制
を
整
え
、
家
庭
と

の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
子

供
達
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
犯
防
止
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
へ
の
参
画
を
通

じ
、
地
域
社
会
の
機
運
の
盛
り

上
げ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

関
係
機
関
を
一
堂
に
会

し
、
懇
談
会
の
開
催
を

成
澤
議
員　
防
犯
に
取
り
組
む

関
係
機
関
・
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
懇
談
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

横
の
連
帯
が
生
ま
れ
、
更
に
有

機
的
な
活
動
が
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
。

「
青
少
年
育
成
町
民
会

議
」
の
活
用
を

本
間
教
育
長　

「
青
少
年
育
成

町
民
会
議
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
、
保
護
司
会
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。是
非
、活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

社
明
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
に
町
民
参
加
を

成
澤
議
員　
毎
年
７
月
は
法
務

省
の
提
唱
す
る
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
強
化
月
間
で

す
。
本
町
で
も
「
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
の
関

係
者
の
み
で
は
な
く
、
町
民
も

参
加
で
き
る
開
か
れ
た
伝
達
式

と
し
て
は
と
思
い
ま
す
が
。

来
年
度
に
向
け
実
施
を

検
討
す
る

西
山
町
長　

町
民
に
周
知
し
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
れ
ば
、
再
犯

防
止
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
に
向
け
て
検
討
し
、

実
行
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

成澤五郎  議員

＆

15

ここに掲載されている質問及び答弁は、一般質問を行った議員が個々にその要旨をまとめたものです。

非
行
や
犯
罪
の
予

防
、
再
犯
防
止
に

対
す
る
町
の
取
組

み
に
つ
い
て

西
山
町
長

本
間
教
育
長

成
澤
議
員

本
間
教
育
長

成
澤
議
員

西
山
町
長
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「
社
明
標
語
入
り
ポ
ス

タ
ー
展
」
に
知
中
生
が

入
賞

成
澤
議
員　
８
月
に
中
央
公
民

館
で
「
社
明
標
語
入
り
ポ
ス
タ

ー
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。優

秀
賞
、
最
優
秀
賞
に
知
内
中
の

生
徒
の
作
品
５
点
が
入
賞
し
ま

し
た
が
、
教
育
長
の
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

人
間
性
の
尊
重
や
未
来
の

可
能
性
を
感
じ
る
作
品

本
間
教
育
長　

一
点
一
点
の
作

品
か
ら
、
人
間
性
の
尊
重
や
人

と
の
繋
が
り
、
未
来
へ
の
可
能

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
的

な
風
土
が
作
品
に
繋
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

尊
い
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
。

今
年
度
の
町
行
政
執
行

方
針
の
中
に
、「
安
心・

安
全
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く

り
」
と
い
う
事
を
掲
げ
て
お
り

ま
し
た
。

何
か
災
害
が
起
き
る
と
、
そ

の
避
難
所
ま
で
い
ち
早
く
一
時

避
難
を
す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
ま
で
の
道
路
が
整
備
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
迅
速
に
避
難

で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
避
難
道
の
整
備
や

見
直
し
に
つ
い
て
早
急
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
町
内
会
に
お
い
て

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
全
体
で
行
う
事
に
よ
り
、
避

難
場
所
、
避
難
道
や
そ
の
他
の

問
題
点
に
つ
い
て
、
よ
り
効
果

的
に
把
握
で
き
る
と
こ
と
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
一
年
に
一
度
、
町
全
体
で

防
災
訓
練
を
行
っ
て
は
い
か
が

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

新
規
の
避
難
路
整
備
は
、

慎
重
に
対
応

西
山
町
長　

現
在
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
津
波
の
第
１

波
の
到
達
予
測
時
間
が
７６
分
と

想
定
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
大
き
く
潮
位
の
変
化
を

観
測
し
た
の
は
、
発
生
か
ら
約

５
時
間
後
で
し
た
。

新
規
の
避
難
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
建
設
費
や
維
持
コ
ス
ト
、

ま
た
、
あ
る
程
度
の
避
難
時
間

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
避
難
路
の
新
設
は
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
町
内
会
で
防

災
会
議
が
組
織
さ
れ
、
団
地
高

層
階
へ
の
避
難
訓
練
や
地
域
の

高
台
へ
の
避
難
訓
練
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
あ
っ
た
実
践

的
で
自
主
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

て
い
る
中
、
町
全
体
で
の
防
災

訓
練
に
つ
い
て
は
、
日
程
調
整

や
訓
練
内
容
の
整
理
な
ど
課
題

が
多
く
、
今
少
し
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
防
災
の
日
」
を
設
け
、

合
わ
せ
て
避
難
訓
練
を

山
田
議
員　
防
災
訓
練
を
各
町

内
会
単
独
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、

避
難
場
所
や
避
難
道
が
混
雑
す

る
こ
と
も
な
く
、
問
題
点
も
見

え
て
き
ま
せ
ん
。

本
町
の
「
防
災
の
日
」
設
け
、

そ
の
日
に
合
わ
せ
て
防
災
訓
練

が
で
き
れ
ば
、
町
民
の
防
災
意

識
も
高
ま
り
、
道
路
が
混
雑
す

る
だ
と
か
、
駐
車
場
が
狭
い
だ

安
心
・
安
全
な
町

づ
く
り
に
つ
い
て

成
澤
議
員

本
間
教
育
長

山田顕人  議員

西
山
町
長

山
田
議
員

知内中から多数の入賞があった
「社明標語入りポスター展」
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と
か
問
題
点
や
課
題
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
初
め

て
改
善
点
や
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
が
把
握
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
。

防
災
訓
練
の
状
況
を
把

握
し
、
可
能
か
ど
う
か

検
討

西
山
町
長　

現
在
、
各
地
区
で

防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

全
体
で
可
能
な
の
か
も
含
め
て
、

今
後
課
題
と
し
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
田
　
顕
人
　
議
員

近
年
の
積
立
金
残
高
を

見
る
と
、
平
成
２８
年
度

末
で
３０
億
円
、
平
成
２９
年
度
末

で
２６
億
９
千
万
円
、
平
成
３０
年

度
末
で
２５
億
円
と
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
に

お
け
る
現
在
ま
で
の
基
金
繰
入

金
の
予
算
額
は
６
億
５
千
万
円
、

積
立
金
の
予
算
額
１
億
７
千
万

円
か
ら
計
算
す
る
と
、
本
年
度

末
の
積
立
金
残
高
は
２０
億
２
千

万
円
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
毎
年
２
億
か
ら
３
億

円
の
積
立
金
を
取
り
崩
し
、
一

般
会
計
や
特
別
会
計
に
繰
入
れ

し
て
い
く
と
、
単
純
計
算
で
す

が
７
年
か
ら
１０
年
程
で
積
立
金

が
底
を
付
い
て
し
ま
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税

も
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
財
源
を
確

保
し
て
い
く
の
か
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

効
率
化
に
よ
る
歳
出
削
減

と
財
源
確
保
に
努
め
る

　
　

西
山
町
長　

国
全
体
で
の
地
方

交
付
税
配
分
額
の
減
少
や
国
勢

調
査
人
口
の
減
の
た
め
、
本
町

の
地
方
交
付
税
は
、
平
成
２７
年

度
１９
億
３３
百
万
円
か
ら
本
年
度

は
１６
億
８７
百
万
円
と
減
少
し
て

お
り
、
行
政
運
営
上
必
要
と
な

る
一
般
財
源
が
長
期
的
に
減
少

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
公
共
施
設
や
道
路
橋

梁
の
維
持
費
、
一
部
事
務
組
合

の
負
担
金
等
が
増
加
し
、
財
源

不
足
を
基
金
繰
入
で
賄
う
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
行
政
の
更
な
る
効

率
化
を
進
め
、
歳
出
の
削
減
に

努
め
ま
す
。

歳
入
で
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増

を
見
込
み
、
ま
た
、
消
費
税
ア

ッ
プ
に
対
応
し
た
各
種
料
金
・

手
数
料
の
改
定
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
対
策
に
取
り
組

み
、
歳
出
で
は
、
物
件
費
５
％

削
減
に
よ
り
毎
年
約
２７
百
万
円

を
節
減
し
、
更
に
今
後
５
年
間

の
１４
名
の
定
年
退
職
に
つ
い
て

は
、
再
任
用
で
新
規
の
職
員
採

用
を
抑
制
し
、
累
計
で
２
億
８９

百
万
円
の
人
件
費
節
減
を
見
込

む
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講

じ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
の

た
め
の
財
源
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加

対
策
を
具
体
的
に

山
田
議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
加
対
策
に
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
対
策
し
て
い
く
の
か
。

積
立
金
に
つ
い
て

西
山
町
長

西
山
町
長

基金残高の推移（年度末）

（単位：千円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

財政調整基金 492,806 531,483 533,712 488,631 346,308 297,806 183,104 

減 債 基 金 353,278 353,737 354,218 354,702 355,109 280,731 190,381 

特定目的基金 2,480,761 2,433,991 2,382,659 2,354,664 2,259,291 2,059,416 1,969,392 

特別会計基金 55,743 60,418 43,342 32,954 41,486 54,459 157,775 

総 合 計 3,382,588 3,379,629 3,313,931 3,230,951 3,002,194 2,692,412 2,500,652 

山
田
議
員
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
２
つ
に
。商
品
数
も
拡
充

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長　

現
在

検
討
し
て
い
る
の
は
、
紹
介
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

を
年
内
に
は
二
つ
に
広
げ
、
ま

た
、
商
品
数
に
つ
い
て
も
、
現

在
の
７６
か
ら
、
早
い
段
階
で
１

０
０
品
目
を
目
指
し
、
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や

す
た
め
に
応
援
団
を

山
田
議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
を
増
や
す
た
め
に
は
、
当

町
に
も
応
援
団
を
作
っ
て
は
。

「
知
内
ふ
る
さ
と
会
」に
協

力
い
た
だ
き
、
応
援
団
に

西
山
町
長　

東
京
、
札
幌
、
函

館
と
「
知
内
ふ
る
さ
と
会
」
が

あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

も
協
力
し
、
応
援
団
に
も
な
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
応
援
団

が
よ
り
膨
ら
む
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、被
用
者
保
険（
報

酬
額
に
よ
り
保
険
料
を
算
定
）

と
違
い
、
世
帯
人
数
す
べ
て
に

均
等
割
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
増
え
る
と
子
育
て
世

帯
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

国
や
自
治
体
が
推
進
し
て
い
る

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
と

相
容
れ
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

本
町
の
子
育
て
支
援
を
更
に

充
実
さ
せ
る
た
め
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
を

整
え
る
た
め
に
も
、
町
独
自
の

軽
減
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

都
道
府
県
化
が
ス
タ
ー

ト
。資
産
割
廃
止
を
検
討

西
山
町
長　

国
保
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府

県
化
と
な
り
、
道
と
し
て
も
令

和
５
年
度
を
目
標
に
道
内
の
ど

こ
に
居
住
し
て
も
同
じ
保
険
料

と
な
る
よ
う
、
負
担
の
公
平
化

に
向
け
、
統
一
し
た
保
険
料
率

算
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、本
町
に
お
い
て
は
、現

在
、
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等

割
、
平
等
割
の
４
方
式
で
算
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
資
産
割
を

廃
止
し
た
３
方
式
で
の
算
定
に

向
け
て
国
保
運
営
協
議
会
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
減
策
と
し
て
均
等
割
、
平

等
割
に
つ
い
て
は
、
世
帯
所
得

に
応
じ
７
割
か
ら
２
割
の
軽
減

措
置
が
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に

特
化
し
た
軽
減
策
は
被
保
険
者

間
に
不
公
平
感
が
生
じ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
医
療
費
と
給
食
費
の
無

償
化
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
施
策
で
十
分
だ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
更
な
る

支
援
を
展
開
す
る
た
め
の
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
数
が
減
少
。
子

育
て
支
援
に
よ
り
応
援
を

花
井
議
員　
残
念
で
す
が
、
本

町
の
子
ど
も
の
数
は
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
く
と
な
る
よ
う
、

子
育
て
世
帯
を
応
援
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

１０
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育

西
山
町
長

山
田
議
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
長

国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て

花井泰子  議員

西
山
町
長

〇国民健康保険税額について
　 0歳〜39歳の方 医療分＋後期高齢者支援金分
　40歳〜64歳の方 医療分＋後期高齢者支援金分＋介護分
　65歳〜74歳の方 医療分＋後期高齢者支援金分
  （ただし、65歳から別途介護保険料が徴収されます）

〇国民健康保険税の税率表 
医療分 介護分 支援金分

所得割 A×8.8％ A×2.0％ A×2.9％ 
A 所得金額から基礎控除（33万円）
を引いた額

資産割 B×44％ B×4.5% B×7.5％ 
B 固定資産税のうち、土地家屋に
係る分の税額

均等割 31,000円 7,500円 9,000円 加入者一人あたり

平等割 32,000円 10,000円 10,000円 世帯ごと

限度額 610,000円 160,000円 190,000円

花
井
議
員
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が
無
償
化
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
町
の
予
算
が
浮
い
た
分
を
子

育
て
支
援
に
回
し
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
が
。

子
育
て
支
援
の
財
源
は

歳
出
を
切
り
詰
め
て

西
山
町
長　

給
食
費
無
償
化
に

か
か
る
経
費
が
約
２
千
万
円
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
の
財
源
を

見
越
し
て
充
て
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
か
か
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
歳
出
を
切
り
詰

め
る
か
た
ち
で
考
え
て
い
き
た

い
。

花
井
　
泰
子
　
議
員

町
長
は
施
政
方
針
に
お

い
て
、
生
活
困
窮
の
高

齢
世
帯
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
救
済
方
法
や
支
援
に
つ

い
て
検
討
い
て
参
り
た
い
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
半
年
が
経
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
よ
う
な
支
援
が
検
討
さ
れ

て
い
る
か
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

苦
し
い
生
活
状
況
は
十

分
認
識
。
福
祉
灯
油
助

成
額
の
見
直
し
も

西
山
町
長　

高
齢
者
の
生
活
実

態
と
し
て
は
、
国
民
年
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
、
年
金
額
か

ら
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
を
月

平
均
に
す
る
と
、
お
よ
そ
６
万

２
千
円
と
な
り
、
光
熱
水
費
等

の
必
要
経
費
を
支
払
う
と
苦
し

い
生
活
状
況
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
高
齢
者
の
生
活
支
援

と
し
て
は
、
福
祉
灯
油
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
２９
年
度

に
助
成
額
を
５
千
円
か
ら
１
万

円
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
灯
油
価
格
の
変
動
を
見
極
め

な
が
ら
、
助
成
額
の
見
直
し
に

つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
１０
月
か
ら
の
消

費
税
の
増
税
に
合
わ
せ
て
、
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が

始
ま
り
、
さ
ら
に
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
な
ど
の
国
の
施

策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
見
守
り
な
が
ら
、
今
後
の

方
向
性
を
探
る
こ
と
で
考
え
て

い
ま
す
。生

活
困
窮
の
高
齢
世
帯

の
た
め
考
え
て
い
る
こ

と
は

花
井
議
員　
生
活
困
窮
の
高
齢

世
帯
の
た
め
、
具
体
的
に
考
え

て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
お
伺

い
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
な
ど
副
収
入

に
繋
が
る
よ
う
環
境
整

備
を

西
山
町
長　

生
活
保
護
に
頼
ら

ず
、
ぎ
り
ぎ
り
生
活
し
て
い
る

方
、
認
知
症
の
親
を
抱
え
な
が

ら
仕
事
を
辞
め
て
介
護
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え

る
と
本
当
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

真
っ
先
に
予
算
を
集
中
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
予
算
的
に
も

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
も
手
を
掛
け
て
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
、
家
庭
菜
園
で
作
っ
た
も

の
を
少
し
売
る
な
ど
、
副
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
整
備

に
つ
い
て
模
索
し
て
お
り
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

購
入
状
況
は

花
井
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
の
高

齢
者
が
４
千
円
を
出
し
て
買
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
心
配
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
ど
れ
く
ら
い

の
高
齢
者
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
買
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
か
。

非
課
税
世
帯
３
割
程
の
申

込
み
に
留
ま
っ
て
い
る

産
業
振
興
課
長　

非
課
税
世
帯

７
２
３
世
帯
、
８
２
１
名
が
対

象
と
し
て
通
知
し
ま
し
た
が
、

西
山
町
長

生
活
困
窮
の
高
齢

世
帯
へ
の
支
援
に

つ
い
て

西
山
町
長

花
井
議
員

西
山
町
長

花
井
議
員

産
業
振
興
課
長
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今
現
在
で
３
割
程
し
か
申
込
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
全
国

的
な
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
国

か
ら
も
、
再
度
通
知
す
る
よ
う

指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
低
所
得

者
へ
の
対
策
で
す
が
、
買
う
こ

と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。

日
本
各
地
で
は
、
毎
年

の
よ
う
に
大
き
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
北

海
道
も
ま
た
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昨
年
９
月
６
日
午
前
３

時
７
分
に
胆
振
東
部
地
震
が
発

生
し
、
直
後
、
北
海
道
全
域
が

停
電
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
に
お

い
て
も
、
い
つ
大
き
な
自
然
災

害
に
直
面
す
る
か
も
知
り
ま
せ

ん
。自

分
や
家
族
の
命
を
守
る
た

め
に
、
町
民
に
と
っ
て
は
避
難

場
所
が
一
番
の
身
を
寄
せ
る
所

と
な
り
ま
す
。
自
然
災
害
の
発

生
時
に
お
け
る
停
電
、
特
に
夜

間
に
お
け
る
避
難
を
想
定
し
た

場
合
、
避
難
場
所
に
太
陽
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
式
の
電
灯
な
ど
の

照
明
を
備
え
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
、屋
内
施
設
に
発

電
機
、
照
明
の
配
置
を

西
山
町
長　

現
在
、
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
各
町
内
会
館
に

は
、
平
成
２６
年
度
に
発
電
機
、

投
光
器
を
配
置
し
、
更
に
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、
毛
布
５０
枚

を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
屋

外
施
設
１０
か
所
に
は
、
停
電
時

に
対
応
す
る
照
明
は
配
置
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
ソ
ー
ラ
ー
式
の
街
路

灯
は
安
価
な
も
の
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
規
模
停
電
が

地
震
、
暴
風
雪
等
の
厳
し
い
気

象
条
件
下
で
の
発
生
を
想
定
す

る
と
、
そ
の
照
度
や
強
度
、
蓄

電
能
力
な
ど
高
度
な
性
能
が
必

要
と
な
り
、
多
額
の
事
業
費
が

要
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
施
設
へ
の
避
難

後
は
、
速
や
か
に
屋
内
施
設
へ

収
容
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て

い
た
だ
く
対
策
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
屋
内
施

設
へ
の
発
電
機
や
照
明
の
配
置

を
重
点
的
に
進
め
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
８
月
に
元
町
地
区
で

行
わ
れ
た
防
災
訓
練
で
は
、
屋

外
へ
長
時
間
避
難
し
た
場
合
の

熱
中
症
や
荒
天
時
の
対
応
等
の

課
題
か
ら
、
テ
ン
ト
や
発
電
機

を
配
置
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

夜
間
停
電
時
の
た
め
ソ
ー

ラ
ー
式
照
明
の
設
置
を

吉
田
議
員　
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
ま
ず
避
難
場
所
へ
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
夜
間
の
停
電
時
、
暗
い
場

所
を
移
動
す
る
の
は
、
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
も
大
変
で
す
。

今
、
急
が
れ
る
の
は
、
目
印

と
な
る
ソ
ー
ラ
ー
式
の
照
明
の

設
置
で
す
。
何
と
か
設
置
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

目
印
と
し
て
防
犯
灯
の

設
置
も
一
つ
の
考
え

西
山
町
長　

屋
外
施
設
に
目
印

的
な
も
の
と
し
て
、
防
犯
灯
を

設
置
す
る
の
も
一
つ
の
考
え
方

だ
と
思
い
ま
す
。
設
置
が
考
え

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
み
れ
ん
峠
、

避
難
場
所
の
整
備

に
つ
い
て

吉田峰一  議員

西
山
町
長

吉
田
議
員

西
山
町
長

津波襲来時の避難所に指定
されている「みれん峠」
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知
内
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

今
、
場
所
を
選
定
し
て
、
設
置

す
る
の
は
厳
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
屋
外
の
避
難
場
所
に

不
足
す
る
も
の
、
目
印
、
熱
中

症
等
の
対
応
も
含
め
、
小
さ
な

プ
レ
ハ
ブ
を
設
置
、
テ
ン
ト
な

ど
を
収
納
し
、
寒
さ
対
策
に
も

備
え
た
も
の
を
整
備
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

我
が
町
に
は
、
北
海
道

か
ら
記
念
保
護
樹
木
に

指
定
さ
れ
て
い
る
３
本
の
樹
木

が
あ
り
、
ま
た
、
町
で
独
自
に

指
定
し
て
い
る
樹
木
（
知
内
町

制
施
行
１０
周
年
記
念
保
護
樹

木
）
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
町

内
に
は
、
そ
れ
ら
の
指
定
さ
れ

て
い
る
樹
木
の
他
に
も
、
指
定

に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が

多
数
あ
り
、
昨
年
、
観
光
協
会

と
知
内
観
光
推
進
機
構
が
協
力

し
、
数
点
の
樹
木
に
つ
い
て
調

査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光

の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
町

内
に
あ
る
樹
木
や
名
木
の
活
用

が
促
さ
れ
る
よ
う
、
町
に
よ
り

保
護
樹
木
、
記
念
樹
木
な
ど
の

指
定
を
行
い
、
更
に
は
適
切
な

管
理
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

観
光
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
、

魅
力
発
信
に
役
立
て
る

西
山
町
長　

由
緒
・
由
来
の
あ

る
樹
木
、
ま
た
は
住
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
樹
木
の
う
ち
、
道

の
記
念
保
護
樹
木
３
本
、
町
制

施
行
１０
周
年
記
念
樹
木
１
本
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
町
内
に
は
指
定

に
値
す
る
よ
う
な
樹
木
が
多
数

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
そ

れ
ら
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

観
光
マ
ッ
プ
な
ど
に
掲
載
し
、

町
の
魅
力
発
信
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
保
護
樹
木
な
ど
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
制
定

が
必
要
か
否
か
を
今
後
検
討
し
、

適
切
な
管
理
を
行
い
、
後
世
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
樹
木
の
保

全
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

樹
木
の
保
存
に
手
を
掛

け
、
町
の
財
産
と
し
て

大
切
に

五
十
嵐
議
員　
道
か
ら
指
定
さ

れ
て
い
る
樹
木
や
、
町
の
指
定

に
値
す
る
樹
木
の
中
に
は
、
枯

れ
死
寸
前
の
も
の
や
、
枯
れ
枝

が
多
く
見
る
の
も
辛
す
ぎ
る
も

の
な
ど
、
す
ぐ
に
で
も
手
を
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
樹
木
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

樹
木
の
保
存
や
指
定
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
伴
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
財
産

と
し
て
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
協
力
は
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
前
向
き

な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

保
存
で
き
る
樹
木
は
保

存
し
、
伝
え
て
い
き
た

い

西
山
町
長　

由
緒
あ
る
樹
木
が

多
数
あ
る
中
で
、
ど
の
樹
木
を

選
定
す
る
か
は
別
に
し
て
、
大

事
に
保
存
で
き
る
も
の
は
保
存

し
、
伝
え
て
い
き
た
い
。

我
が
町
独
自
の
樹

木
、
名
木
の
指
定

に
つ
い
て

五十嵐捷爾  議員

西
山
町
長

西
山
町
長

五
十
嵐
議
員

北海道から記念保護樹に指定されている荒神社の黒松
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２
０
１
９
年
。
平
成
３１
年
か
ら
令

和
元
年
へ
と
移
り
変
わ
り
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
令
和
の
呼
び
方
に
も
耳

慣
れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃
。
消
費
税

も
変
わ
り
レ
ジ
で
は
、
や
や
こ
や
し

い
８
％
と
１０
％
が
混
在
し
、
そ
の

上
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
飛
び
交
い

各
社
カ
ー
ド
作
り
を
勧
誘
。
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
タ
イ

プ
。
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｙ

払
い
と
、
支
払
い
方
法
は
多
種
多
様

で
頭
の
中
は
ハ
テ
ナ
マ
ー
ク
。
旅
行

に
行
っ
た
先
で
『
○
○
払
い
だ
と
ポ

イ
ン
ト
○
倍
・
○
％
還
元
』
が
目
に

止
ま
り
、
知
っ
た
か
ぶ
り
で
カ
ー
ド

払
い
と
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

み
た
。
財
布
か
ら
現
金
は
減
っ
て
い

な
い
か
ら
遣
っ
た
感
じ
が
し
な
か
っ

た
。
と
言
っ
て
も
後
日
、
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
る
。
帰
り
の
荷
物

が
増
え
て
い
た
か
ら
買
い
物
し
た
の

は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
最

近
の
レ
ジ
で
ス
マ
ホ
と
財
布
を
持
ち

な
が
ら
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
か

な
？

（
上
雷
Ｍ
Ｙ
Ｋ
）

 ４日　渡島総合開発期成会札幌要望 （札幌市：議長）
 ５日　アジサイ植樹会 （木村議員）
 ６日　渡島地方消防総合訓練大会 （長万部町：議長）
１１日　 渡島廃棄物処理広域連合議会全員協議会・第２回

臨時会 （北斗市：広域議員）
１１日　 コープさっぽろしりうち店建設工事竣工式
 （議長、各議員）
１２日　 コープさっぽろしりうち店オープニングセレモニー
 （議長）
１６日　おしゃべり議会カフェ （議長、各議員）
１６日　総務文教常任委員会所管事務調査（議長、全委員）
１７日　経済民生常任委員会所管事務調査（議長、全委員）
１８日　渡島町村議会議長会議 （函館市：議長）
２３日　知内しおさい園運営協議会 （議長、各委員長）
２４日　議会だより編集委員会 （全委員）
２４日　ささだ道議地方財政確立にむけた議会要請行動
 （議長）
３０日　 渡島西部広域事務組合第1回臨時会
 （福島町：広域議員）
３０日　 知内町森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連

絡会植樹地草刈 （全議員）

 １日　 道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟
連絡会役員会・現地研修会 （今金町：各議員）

 ６日　渡島総合開発期成会中央要請活動（東京都：議長）
１４日　第３５回サマーカーニバルin知内開会式 （議長）
２０日　北海道町村議会議長会主催議会広報研修会
 （札幌市：各議員）
２１日　第１０回全員協議会 （全議員）
２７日　渡島・檜山町村議会議長連絡会議（奥尻町：議長）

２９日　知内メガソーラー２０Ｍ発電所建設工事竣工式
 （全議員）
３０日　北海道総合振興特別委員会現地意見交換会
 （木古内町：議長）
３０日　第６回おしゃべり議会カフェ （議長、各議員）
３１日　 第３８回渡島地区身体障害者福祉大会及び第３３回渡

島地区身体障害者スポーツ大会 （議長）
３１～１日　第67回北海道女性議員協議会総会・研修会
 （旭川市:花井議員）

 ６日　渡島西部広域事務組合第２回定例会
 （福島町：広域議員）
１２日　知内しおさい園敬老祝賀会 （議長）
１４日　海上自衛隊大湊音楽隊「ふれあいコンサート」
 （北斗市：議長）
１５日　 第２８普通科連隊創立５７周年及び函館駐屯地開庁６９

周年記念式典・祝賀会 （函館市：議長）
１７日　総務文教常任委員会所管事項協議（議長、全委員）
１７日　経済民生常任委員会所管事項協議（議長、全委員）
１８日　議会運営委員会 （議長、全委員）
２２日　雷公神社例大祭 （議長）
２４日　第１１回全員協議会 （全議員）
２４～２６日　令和元年第３回定例会 （全議員）
２５～２６日　平成３０年度各会計決算審査特別委員会
 （議長、全委員）
２６日　第１２回全員協議会 （全議員）
２６日　議会だより編集委員会 （全委員）
２９日　第１２回いまべつ秋まつり （青森県今別町：議長）
３０日　木古内・知内地区安全安心まちづくり住民大会
 （木古内町：議長）

月８ August 

月８ August 

月9 September 

月７ July 


